
20

選果データに基づく的確な技術指導

　新たに導入した、各種センサーが装備された選果
機（写真 1：左）から得られたサイズ、品質、糖度
等のデータを分析し、部会員全員に還元し品質向上
に努めています。
　さらに、解析したデータに基づく的確な巡回指
導（写真 1：右）や栽培講習会等の技術指導を行い、
部会全体の技術の底上げを図っています。

ICT 活用によるさらなる増収へ

　ハウス内環境をリアルタイムに測定し、データ
を共有する環境測定装置を 3 名の生産者が導入し
ました（写真 2）。装置が測定・記録する温度、湿
度、土壌水分、二酸化炭素濃度のデータは、パソコ
ンやスマートフォンなど様々な端末で閲覧、共有す
ることができ、細やかな栽培管理が可能となり、導
入初年目の平成 29 年春作の収量増に大きく寄与し
ています。今後は、園芸研究所と連携してトマトの
生育状況に応じた環境制御技術を開発することによ
り、さらなる増収と高品質化を目指します。また、
環境制御技術の高位平準化を図るため、保存してい
る個々の環境データを用いて情報交換を密に行いま
す。

新技術導入により収量増加

　部会員を対象に炭酸ガス施用機のコスト試算（図）
やハウス内環境の理解を深める勉強会を開催し、新
技術や施設導入を推進した結果、7名が炭酸ガス施
用機を、2名がヒートポンプを導入しました。
　導入後は、高品質・多収生産が図れるようにハウ
ス内環境を最適化するための支援を行いました。選
果データに基づく栽培指導による技術の底上げと新
技術の導入により、部会のトマト収量は 2年間（H27
～ 28 年）で約 20%増加しました。

ICT 等新技術を活用したトマト産地の維持発展

　JA北つくば施設園芸部では平成 27 年 6 月にトマト選果場が新たに稼働しました。普及センターでは
部会と連携し、各種センサーが装備された選果機から抽出したデータを技術指導に活用し、部会全体の
技術の底上げを図っています。さらに、ICT機器や炭酸ガス施用機等の新技術の導入促進と導入後の技
術支援を行い、2年間で収量が約 20%増加しました。今後は、さらに ICT機器を有効に活用し、生育に
合わせた管理指導・支援に取り組み、さらなるトマトの増収と高品質化を図っていきます。
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写真 2　環境測定装置と端末

図　実証結果で得られたコスト試算

写真 1　各種センサー付き選果機（左）、巡回指導（右）


